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治療法の開発」第 1 回公開シンポジウム 同志社大学京田辺キャンパス 京都

2013.10.05 

6. 松本弦「タンパク質分解とアグリソーム」第 9 回細胞生物学セミナー 秋田大学 秋

田 2013.7. 3 

7. 紀嘉浩、貫名信行「神経疾患におけるタンパク質・RNA 凝集体の意義. Protein/RNA 

aggregation in neurological disorders」Neuro2013（第 36 回日本神経科学大会）国立京

都国際会館 京都 2013.6.20-23 

8. 松本弦「p62 タンパク質のリン酸化による選択的オートファジーの制御」第 65 回日

本細胞生物学会大会 ウインクあいち（愛知県産業労働センター）名古屋 

2013.6.19-21 

9. 貫名信行「ポリグルタミン病の病態と治療戦略. 第 59 回臨床神経勉強会」札幌アス

ペンホテル 札幌 2013.6.14 

10. 貫名信行「ハンチントン病研究の最前線」コレアジン錠新発売記念講演会 グラン

ドパレスホテル 東京 2013.4.13 

 

〔研究助成金〕 

平成 25-27 年度日本学術振興会科学研究費補助金 基盤 A「ポリグルタミン病における

長鎖 ncRNA 異常の解析」課題番号：25253066 研究代表者：貫名信行 

平成 24-25 年度文部科学省科学研究費補助金 挑戦的萌芽「中枢無髄・有髄神経系解析

システムの基盤構築」課題番号：24659436 研究代表者：貫名信行 

平成 24-25 年度日本学術振興会科学研究費補助金 新学術領域「転写因子 NF－Y を介

した新たな神経維持・変性機構の解明」課題番号：24111553 研究代表者：山中智行 



平成 24-25 年度日本学術振興会科学研究費補助金 新学術領域「ストレス条件下におけ

る選択的オートファジーの制御機構」課題番号：24111554 研究代表者：松本弦 

平成 23-26 年度日本学術振興会科学研究費補助金 基盤 B「エンドサイトーシス障害に

よるミクロドメイン依存性アミロイド産生亢進機構の解明」課題番号：23300128 分

担代表者：貫名信行 

平成 23-25 年度日本学術振興会科学研究費補助金 新学術領域「ｐ６２タンパク質の発
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